
武石 みどり

主催：東京音楽大学 音楽文化教育部会

東京音楽大学 音楽文化教育専攻 教授

東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパス

C302教室
東急東横線「中目黒駅」「代官山駅」より徒歩 4 分
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

https://www.tokyo-ondai.ac.jp/
満席の場合、入場をお断りする場合がございます

会
場
案
内

2026年 3月28日（土）
14:00開演  13:30 開場 入場無料

全席自由
申込不要

1 9 8 7 年東京音楽大学付属高校非常勤講師（音楽史）、19 9 3 年東京音楽大学専任講師（音楽学）、19 9 6 年ハーヴァー
ド大学フルブライト客員研究員、20 0 3 年東京音楽大学助教授、20 0 9 年同教授を経て、20 2 0 年より同理事・副学長
を務める。
18 世紀ウィーンのジングシュピール研究を出発点として、自筆楽譜や現存楽器といったエビデンスを基に音楽の歴史
を探究。19 9 5 年以降は明治～昭和初期の日本の洋楽の状況に視座を広げ、西洋音楽がどのように日本で受容された
か（具体的には、どのようにピアノやオルガンが普及し、その学習が進んだのか、またどのようにオーケストラが組
織されるようになったのか）を研究課題としてきた。加えて大学では、音楽を専門的に学んだ学生たちが社会の中で
そのスキルを生かしていけるよう、アートマネジメントやワークショップ・リーディングを地域社会に繋げる実践的
な授業科目のデザインを担当した。

武石  みどり  プロフィール

退任記念最終講義

音楽の学び　  時をつなぎ、
　　　　　　　　人をつなぐ
音楽の学び　  時をつなぎ、
　　　　　　　　人をつなぐ

前半：過去と現在をつなぐ　   音楽の資料研究

後半：人をつなぐ　   社会とつながる音大の学び

問い合わせ先
r l e c t _ t a k e i s h i @ t o k y o - o n d a i . a c . j p

『音楽交流のはじまり』 ( 左右社 , 2 0 2 2 )
『音楽教育の礎』 ( 春秋社 , 2 0 0 7 )

「明治 3 7 ～ 4 5 年の資料から見る山葉寅楠と日本楽器製造株式会社」 ( 2 0 2 5 )
「明治 2 1 ～ 3 6 年の資料から見る山葉寅楠と楽器製造」 ( 2 0 2 4 )
「大正～昭和初年代の映画館の音楽と楽士」 ( 2 0 2 1 )
「明治初期のピアノ」 ( 2 0 0 9 )
「ハタノ・オーケストラの実態と功績」 ( 2 0 0 6 )
「山葉オルガンの創業に関する追加資料と考察」 ( 2 0 0 4 )

著書

論文

プログラム

アシスタント　坂本夏樹（東京音楽大学非常勤講師）


